
15. bドマッ植栽地の和牛放牧

I.試験担当者

北海道支場経‘区部営屡林牧野研究室長 中田 功 ほか

2.試験目的

トドマツは北海韻の国有林の造林跡の携半を占める樹種である。

トドマツ造林地の牧牧利用ができれば乳,肉牛の增進に爾与するところが大である〇この見址 

から新植造林地がうつ閉するまて・の間肉牛を(本年は育成乳牛)を放牧して,林主蓄従の讀合的 

响^を究明しようとする。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

4 4年度は全刈火入地搖地Z 91haを自然草地4.植栽列間に牧草を導入した改良草地4の8 

牧区に区画し,それぞれの股計通り春に実行した。

自然草地1回,改良草姉2回の下刈りと,秋の補植を行なった〇 7月下旬の了硕はh a炒, 

改良草地の牧草带は6〜1〇トン,野革帯6〜9トンで近似しているが,食草については前者!# 

6～9トン,後者!ま3〜7トンでかなり差がある。自然球她7〜1〇トンのうち食華は5〜8卜 

ソ,利用蹈を考牌すれば,自然草地の牧卷力は,改良草妙Iて比べかなり低い。

放牧坊設の牧構.給水,庇籐舍などの施般は完備した。

.昭和4 5年度の試験計画

故・我2年目の本年は(潛成乳牛12囲供試借入6頌1群で)改良草地(4牧区)自然草地(4 

牧区)に5月〜10月まで翰换放牧を行なう。

放牧日故我定基準 利甲密を牧草8 〇 % (野革4 〇兑として放牧牛生体皿の20兑を消費基 

湧とする。

博杏項目 宗密 入出牧時K個測定,月1回検診を行なう。

植生 牧区例に植生調査区を股け,H,a(ベンファンド法)測定

關澈 刈取法による〇

林木傷害 全植栽本数の約半数を固定般査木とし年1回林次の成讨气影容すると思 

われろ傷咎を踮設する。
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14.アカマツ幼令林における牧草導入

1.試験担当者

本場経営部営農林牧野研究室長 井上桃一郎ほか

東:<険埸鰻蓉部終世第三研究里畏 神長 毎 夫 ほか

2•試験目的

1. アカマツ林内に人工革堆を造成し,傾斜角度および故牧強度との関係で林光保全を把握しょ 

うとする。

2. 放牧強度および放牧季筋とアカマツ天然下種更新との関係を稚樹苗の発生と稚樹の生長の面 

から把握しようとする。

3. 放牧を前野として,植栽棣式を変え,さらに林床植生も変兑て,このような林地の牧瑶力を 

把!®する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 本 場

t 放牧［ま！h 8.あたり,:®度区カ、7 4 0 ～ 7 6 0 cowday ,軽度区カ550-580 cowday 

でなされ,駐度対象隨は1.0対!■Sとなった。消費刑・祈度区が41t ,軽度区が3 5 t , 

1cowdayあたり5 0 — 60际であった〇裸地化の状態を斌紐角度にXってみれば,20 

度以内では裸地率が5务であったが,21～3 0既では16〜3 3务,31度以上で^5 8 

—7 5橘を示した。

2. 放牧は帷度区が1haあたりろ7～5 5Cowday,lR度区が7 5 - 9 4 cowdayでなさ 

れた。

アカマツ稚苗は秋筝には1Zあたり1〇～15本みられ・放牧強度や季節とは強い関係が 

ないが,笊度区は购跡が多い。

3. 放牧は1h eあたり,集約牧草地が4 5 〇 cowdny ,粗故牧草地が3 〇 〇".夏型牧革地 

が3 4 〇〃,此牌歩が1〇 〇〃であった。また日増体重終・乳牛が4 6 5 8 I肉用牛が3 5 

4 gとなった。本年は開牧期炉おくれたため.とくに集約牧革地の植裁木が放牧以外にも不 

球境のための;披害が発生した。
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〇 柬北支場

昭和4 〇年に伐採跡帥をレfトーザーにより WL ,牧草区を設け,アカマツを正方形,1 

列状,5列状,群状に植裁した。

柚栽,快式別の牧草収飛(林木の生育を畛調査している。

稲I栽4年目においても,まだ林木が小さいため植裁様式間の牧革収:&心ま差異はみられない〇 

アカマツの生育は野草区に対し牧草0がや、劣っている〇

4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

1. 試験放牧第3攵次となるので,とくに傾斜度と放牧牛の移動,採食,休依,行勃との関係 

をメモモーションカメラおよび観察によって明らかにするとともに,計画游によって,草の 

生疝および消齊量を測定する。なお,最終年(轉另I研究としては)にあたるので,土壌侵 

隐の状態•を詳細性記録する。

2. 放牧は前年どおり実行するが,丞度区の状態が昨年まで若干放牧IEの不足のようにみられ 

るので,本年はさらに圧力を強くする。草の生萍景と消費Jftおよび,7•カマッ稚苗C測定は 

前年に準ずる。

5.昨年のcowdayを目途として,本年の放牧を実行するが,開放期にはとくに留惹する。 

生帝歎およぴ消殁命,植裁木の生長に関する測定は統行し,また城木の測定は終牧を勘案 

して突行する。.貝型牧草地は草生»濺に応じて秋季に取扱いを決める〇

〇柬北支埸

前年度と冋樣,牧草性追肥,年3回刈り忙より収景を333?する。

また林木の生斉,牧華区と野韋区の根茎を比較御釦る。

本年をもって牧革の栽培を中止するが,試験地は保続し,5年後,1〇年後は•林木の成長状 

況を諏杏する予定である。
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15.モミ属主要病害の発生環境と防除

!試験担当者

本場保護都樹病研究室 魚住 正

北海道支埸保瑾部樹病研究室 松崎 淸一ほか

木曾分场保腫研究室長 浜 武人

2•試験目的

ウラジロモミ,シラべ造林址において,かんしゅ病およびてんぐす病の激舉,嚇が発見され,こ 

んご,亜髙山址帯の造林が過むにっれて大きな障害となることが予想される。したがってこれら 

主要捌害の籾原蘭について生理,生態的性價および,病者発生忙関与する話環境因子の究明を行 

ない,適切なる防除法の飛立を目的とする。

5•昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

主として富士山を中心とする凋贺ほよって次の諸点が明らかとなった。

! がんしゆ病,てんぐす純,アデロブス落葉病のはかに,新た忙熙粒がんしゅ痛と新磯性 

病害が界見され.それぞれ病原帝の同定が行なわれた。

2モミのがんしゅ科・た士山東推館の晟多南衆地域Iて限られ・また時姒的な囈と関係する 

ものと考えられる。

&てんぐす病は雷・土山北面に多く,主餘の极害木» 士成木の見込みがない,激害林Kおける裱 

密解析を実施中である。

4. 黒粒がんしゅ病はシラベの天然生幼樹に限られる.陰毆環境を必要とするようで,裸地造 

林では発生しないものと思われる。

5. W!なに発見された落葉(葉枯)性痛害は,おそらく日本特皆•の蘭によるものと考えられ, 

現在その生恕,発生環境警調杏中である。

0北海道支場

①トト‘マツがんしゅ舗

本病の発生訪因として,傷,凍害,土培凍結’,あるいはトドマツオオアブラムシの寄生な 

どが明らかとなった〇これらは宿主の樹勢低下作関連あるものと思われ,その場合作•どの
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